
11
月
９
日
㈯
か
ら
23
日
㈯
に
わ
た
っ
て
、
神
柱
公
園
を
中
心
に「
島
津
発
祥
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
期
間
中
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の「
明
道
館
パ
レ
ー
ド
」
を
は
じ
め
、

島
津
家
の
歴
史
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
島
津
発
祥

ま
つ
り
へ
来
場
く
だ
さ
い
。

�

◎
問
い
合
わ
せ　
島
津
発
祥
ま
つ
り
実
行
委
員
会　
☎
51
－
５
５
０
１

2019

⃝

内
容

◎
甲
冑
体
験
処ど
こ
ろ

記
念
撮
影
も
で

き
ま
す
。
ス
マ
ホ

で「
は
い
チ
ー
ズ
」。

（
11
時
～
15
時
・
小
学
生
以
下
・
１
人
３
０

０
円
）

◎
乗
馬
体
験
処

馬
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
し

た
ひ
と
と
き
が
楽
し
め
ま
す
。（
11
時
～

15
時
・
小
学
生
以
下
・
１
回
３
０
０
円
）

◎
人
力
俥
体
験
処

人
力
俥
で
公
園
内
を
散
策
。
明
治
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
13
時
～
・
大
人
５
０
０
円
・
子
ど
も
３
０

０
円
）

◎
自じ

顕げ
ん
流
体
験
処（
無
料
）

鹿
児
島
藩
の
武
士
が
鍛
錬
に
励
ん
だ
、

古
流
剣
術
を
体
験
。（
13
時
～
）

◎
島
津
荘
園
の
お
宝
探
し（
無
料
）

素
敵
な
宝
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！
（
15
時

～
・
幼
児
と
小
学
生
）

※ 

こ
の
他
、
寒
天
作
り
、
お
雪
さ
ん
の
盃

さ
か
ず
き

流
し
体
験
な
ど
も
予
定

現
代
に
よ
み
が
え
る
歴
史
絵
巻

明
道
館
パ
レ
ー
ド

都
城
島
津
家
歴
代
当
主
や
※
五い

つ

口く
ち

六む

外と

城じ
ょ
う

の
姫
な
ど
に
扮ふ

ん
し
た
市
民
ら
が
、
豪
華

絢け
ん

爛ら
ん

に
練
り
歩
き
ま
す
。

⃝

日
時　
11
月
23
日
㈯　
11
時
30
分
～

⃝

行
程　
都
城
島
津
邸
～
神
柱
宮

※ 

都
城
島
津
家
は
領
内
を
11
区
画
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
地
頭
を
お
き
統
治
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
五
口
六
外
城
と
呼
び
ま
す

都
城
島
津
の
歴
史
を
体
感
！

島
津
荘
園

「
島
津
村
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
さ
ま
ざ
ま

な
出
店
が
立
ち
並
ぶ
、
一
日
限
定
の「
島

津
荘
園
」。
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

着
用
や
乗
馬
な
ど
、
島

津
家
の
歴
史
に
ち
な
ん
だ
体
験
を
楽
し
め

る
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
民
俗
芸
能
の
披
露
や

大
抽
選
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

⃝

日
時　
11
月
23
日
㈯　
11
時
～
17
時

⃝

場
所　
神
柱
公
園
多
目
的
広
場

～
み
や
こ
ん
じ
ょ
歴
史
絵
巻
～

都城観光協会
ホームページ
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インタビュー

運行事業者の声

と比較すると、利用者が減少して
いる状況にはありますが、試飲や
試食など生協ならではの強みを生
かし、ニーズを把握しながら、安
全・安心な商品を届けています。
「げんきかー」の利用者の中心は高
齢者。健康づくりのためにも、販
売場所に出かけ、買い物や何気な
い会話を楽しみながら、サービス
を利用してもらいたいです。

買い物支援
カーの運行を
開始した当時

げんきカー
グリーンコープ
生協みやざき
都城支部長

猪股 哲也さん

「店がない」「店が遠い」などの理由から、日々の生活に必要な食料品や日用品の買い物が難しい地域があり
ます。市ではそのような地域を移動販売車「買い物支援カー」で巡回する買い物困難者支援事業を実施。刺身
や総菜などの食料品から日用品まで豊富な品ぞろえで、利用する皆さんから喜ばれています。
� ◎問い合わせ　商工政策課　☎23－2983

豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
が
自
慢

運
行
を
開
始
し
て
か
ら
４
年
が
経
過
し

た
本
サ
ー
ビ
ス
。
肉
や
魚
、
野
菜
な
ど
の

生
鮮
食
料
品
、
総
菜
や
パ
ン
、
各
種
日
用

品
な
ど
、
豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
が
自
慢
で
す
。

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
や
粗
品
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
扱
い
が
な

い
商
品
も
注
文
に
よ
り
購
入
で
き
ま
す
。

地
域
の
要
望
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

市
内
４
地
区
を
２
事
業
者
が
巡
回
販
売
。

巡
回
日
や
購
入
で
き
る
場
所
な
ど
詳
し
く

は
、
商
工
政
策
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
事
業
者
と
地
域
住
民
の
意
見

を
反
映
し
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
購

入
場
所
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
運
行
地

域
内
に
住
ん
で

い
る
人
で「
こ

こ
で
買
え
る
よ

う
に
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
要

望
が
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
、
自
治

公
民
館
長
に
相

談
く
だ
さ
い
。

⃝
�

あ
い
も
こ
い
も
号（
㈱
な
が
や
ま
）

【
運
行
地
区
】

・
西
岳
地
区
、
庄
内
地
区

・ 

中
郷
地
区
、
五
十
市
地
区（
今
町
・
大

岩
田
町
）、
姫
城
地
区（
下
長
飯
町
）

・
志
和
池
地
区
、
山
田
地
区

【
運
行
日
】

毎
週
月
～
土
曜
日
の
週
６
日

⃝
�

げ
ん
き
カ
ー
（
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協

み
や
ざ
き
）

【
運
行
地
区
】

山
之
口
地
区
、
高
城
地
区

【
運
行
日
】

毎
週
月
～
金
曜
日
の
週
５
日

買
い
物
支
援
カ
ー
の
事
業
継
続
に
は

皆
さ
ん
の
利
用
が
必
要
で
す

超
高
齢
社
会
は
全
国
的
に
一
層
進
み
、

買
い
物
が
困
難
な
地
域
と
人
が
増
え
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
て
、
本
市
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
買
い
物
支
援

カ
ー
は
、
買
い
物
が
困
難
な
地
域
で
暮
ら

す
人
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
手
段
と
な

り
得
る
も
の
で
す
が
、
移
動
販
売
は
採
算

性
が
悪
く
、
事
業
継
続
の
難
し
い
販
売
形

態
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

買
い
物
支
援
カ
ー
の
事
業
継
続
の
た
め

に
も
、
運
行
地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん

は
、
ぜ
ひ
、
積
極
的
に
活
用
く
だ
さ
い
。

買
い
物
体
験
が
で
き
ま
す

買
い
物
支
援
カ
ー
に
つ
い
て「
利

用
方
法
が
分
か
ら
な
い
」「
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
か
知
り
た
い
」
と
い

う
場
合
に
は
、
地
域
で
開
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
試
食
販
売
な
ど
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
便
利
な
買
い
物
支
援
カ
ー

で
の
販
売
を
体
験
く
だ
さ
い
。

日ごろの買い物が難しい地域を解消

買い物支援カーが
買い物の機会と笑顔を届けます

Miyakonojo City Public Relations   2019.1111



し
ょ
う
。
た
だ
し
、
大
量
の
ご
み
を
一
度

に
出
す
と
、
道
路
通
行
な
ど
に
支
障
が
出

る
た
め
、
数
回
に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
、
都

城
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理

対
策
推
進
協
議
会（
農
産
園
芸
課
内
）
が

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

屋
外
焼
却
を
発
見
し
た
ら

住
み
や
す
い
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
市
の
監
視
活
動
だ
け
で
な
く
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

屋
外
焼
却
を
発
見
し
た
と
き
は
、
環
境

政
策
課
や
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
ま

た
は
、
最
寄
り
の
交
番
へ
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

屋
外
で
ご
み
や

雑
草
を
燃
や
す
行

為
は
、「
洗
濯
物
に

臭
い
が
付
く
」「
煙

で
咳
が
止
ま
ら
な

い
」
な
ど
苦
情
に

つ
な
が
り
ま
す
。

そ
し
て
、
住
民
間

の
ト
ラ
ブ
ル
や
健

康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
ば
か
り
か
、

火
災
の
発
生
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ご
み
は
適
正
に
分
別

家
庭
か
ら
出
す
ご
み
や
雑
草
は
、
適
正

に
分
別
し
、
ご
み
集
積
場
に
持
ち
出
し
ま

皆
さ
ん
も
不
法

に
投
棄
さ
れ
た
ご

み
を
見
掛
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
不
法
に
投
棄

さ
れ
た
ご
み
は
新

た
な
ご
み
を
呼
び
、

さ
ら
に
大
量
の
投

棄
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
の
景
観
を

損
な
い
、
悪
臭
の
発
生
や
河
川
の
水
質
を

汚
染
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物
の

生
態
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

美
し
い
ま
ち
を
作
る
た
め
に
は
、
一
人

一
人
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。
適
正
な
ご

み
処
理
に
つ
い
て
考
え
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
た
め
に

雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
な
ど
、
管
理
が

不
十
分
だ
と
、
不
法
投
棄
を
さ
れ
る
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。

不
法
投
棄
を
防
ぐ
に
は
、
所
持
す
る
土

地
や
建
物
の
管
理
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
外
部
か
ら
簡
単
に
ご
み
を

持
ち
込
ま
せ
な
い
よ
う
、
柵
や
フ
ェ
ン
ス

な
ど
を
設
置
し
、
定
期
的
に
除
草
を
行
う

な
ど
、
ご
み
を
不
法
に
捨
て
さ
せ
な
い
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

環
境
監
視
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

市
で
は
現
在
、
環
境
監
視
員
68
人
が
各

地
区
で
環
境
監
視
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
監
視
員
は
、
美
し
い
環
境
を
守
る
た

め
、
山
林
や
河
川
な
ど
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

中
心
に
、
不
法
投
棄
が
多
い
場
所
を
巡
回

し
て
い
ま
す
。

インタビュー

います。私は、この活動を始めて約
10年になり、主に長尾山沿いの道
路脇の茂みに不法投棄がないかを巡
回監視しています。家庭ごみのほか
電化製品などが不法投棄されていた
場合、自分で処理したり、市に連絡
したりしています。
地域の環境保全は、一人一人の「ご

みを捨てない」という意識が大切で
す。皆さんも地域の環境に関心を持
ち、一丸となって都城を美しいまち
にしていきましょう。

高崎地区では、
７人の環境監視
員が環境保全活
動に取り組んで

高崎地区
環境監視員

（高崎町東霧島）
今村 國

くにさだ

定さん

屋
外
焼
却
や
不
法
投
棄
は
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
、
ご
み
や
煙
な
ど
の
屋
外
焼
却
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
住
み
や
す
い
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
ご
み
は
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

�

◎
問
い
合
わ
せ　
屋
外
焼
却
・
不
法
投
棄
の
情
報　
環
境
政
策
課　
☎
23
－
２
１
３
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

�

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理　
農
産
園
芸
課　
☎
23
－
２
４
２
５

屋
外
焼
却
・
不
法
投
棄
は

禁
止
で
す
！

屋
外
焼
却

不
法
投
棄

12広報 都城 令和元年11月号



児
童
虐
待
と
は

子
ど
も
に
、
意
図
的
に
身
体
的
・
精
神

的
苦
痛
を
与
え
る
行
為
は
も
ち
ろ
ん
、「
し

つ
け
」
と
称
し
て
体
や
心
を
傷
つ
け
る
行

為
も
児
童
虐
待
で
す
。

虐
待
の
サ
イ
ン

子
ど
も
の
様
子

不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る
、
い
つ
も
不
潔

に
し
て
い
る
、
周
り
と
の
人
間
関
係
を
築
け

ず
孤
立
し
て
い
る
、学
校
に
通
っ
て
い
な
い
、

お
び
え
て
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

保
護
者
の
様
子

子
ど
も
を
放
置
し
て
外
出
す
る
、
衣
食
住

の
世
話
を
し
な
い
、
親
族
や
地
域
社
会
と

の
交
流
が
な
い
、
性
格
が
攻
撃
的
・
衝
動
的

あ
な
た
の
し
つ
け
、
虐
待
か
も

感
情
的
な
叱
り
方
や
行
き
過
ぎ
た
し
つ

本
市
の
現
状

平
成
30
年
度
の
女
性
総
合
相
談
件
数
は

８
２
４
件
。
夫
婦
や
恋
人
な
ど「
パ
ー
ト

ナ
ー
間
の
問
題
」
の
相
談
が
３
４
９
件
と

最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
、
１
７
１
件
が
Ｄ

Ｖ
の
相
談
で
し
た
。

相
手
の
考
え
方
や
価
値
観
を
認
め
る

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密

な
関
係
に
あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
人
か
ら

の
暴
力
で
す
。
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な

く
、
精
神
的
、
経
済
的
、
性
的
な
暴
力
な

ど
も
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
被
害
者
の
心
と
体
を
傷
つ
け
ま
す
。

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
考
え
方
や
価

値
観
を
持
っ
て
い
ま
す
。
暴
力
の
加
害
者

に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
対
等
な
関
係

を
築
く
た
め
に
も
、
自
分
ら
し
さ
を
大
切

け
は
、
虐
待
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

自
分
の
子
育
て
に
不
安
を
感
じ
た
と
き
は
、

専
門
機
関
に
相
談
く
だ
さ
い
。
経
験
豊
富

な
相
談
員
が
悩
み
を
聞
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。

ま
た
、
身
近
に
い
る
子
ど
も
が「
虐
待

を
受
け
て
い
る
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
相

談
・
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝

虐
待
に
関
す
る
相
談
窓
口（
無
料
）

こ
ど
も
課

☎
23
－
２
６
８
４

都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
36
－
５
６
６
１

都
城
児
童
相
談
所

☎
22
－
４
２
９
４

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

に
す
る
と
と
も
に
、
相
手
と
の
違
い
を
認

め
、
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
丁
寧
に
伝

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

無
料
特
別
電
話
相
談

「
都
城
子
ど
も
の
幸
せ
と
Ｄ
Ｖ
を
考

え
る
市
民
の
会
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
」が
電
話
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
個
人
情
報
は

厳
守
し
、
年
齢
や
性
別
、
相
談
内
容

は
問
い
ま
せ
ん
。

⃝

日
時　
11
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰　
　

　
　
　
　
13
時
～
16
時　

⃝

相
談
専
用
電
話　

　
都
城
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
23
－
７
１
５
７

※  

相
談
時
間
の
目
安
は
30
分
程
度

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

11
月
12
日
㈫
～
25
日
㈪
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

平
成
30
年
度
の
、
本
市
の
児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報
や
相
談
件
数
は
31
件
。
全
国
で
は

15
万
件
を
超
え
、
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
に
よ
り
子
ど
も
の
命
が
奪
わ

れ
る
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
問
題
は
、
今
す
ぐ
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
重

要
な
課
題
で
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
課　
☎
23
－
２
６
８
４

暴
力
に
よ
る
束
縛
や
支
配
は「
愛
情
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）や
性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
女
性
に
限
ら
ず
全
て
の

人
に
対
す
る
暴
力
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
る
だ
け
で
な
く
犯
罪
で
す
。

�

◎
問
い
合
わ
せ　
都
城
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　
☎
23
－
７
１
５
７

児
童
・
女
性
へ
の
虐
待
・
暴
力
を
な
く
そ
う
！

Miyakonojo City Public Relations   2019.1113


